
 

 

 

 

 

栗山町橋梁長寿命化修繕計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年３月 

栗山町 建設課 

 



橋梁長寿命化を進めるための方策について 

北海道栗山町役場 建設課 

 

１．栗山町の概要 

栗山町は、道都札幌市や港湾苫小牧市、新千歳空港に約 1 時

間の道央軒圏に位置し、東西 17.5km、南北 25.1km、総面積

203.84km2を有し、北は屈足山系と東は夕張山系につづく緩や

かな丘陵地帯で、夕張市に接しています。南西を蛇行しながら

流れる夕張川は、由仁町、長沼町との境界となり、やや南北に

細長い町が形成されています。特に北西部では、国道や鉄道が

通る交通の拠点として中心市街地が形成され、道内各地からの

アクセスの良さが魅力となっています。 

町名の由来としては、アイヌ語の「ヤム・ニ・ウシ＝栗の木

の繁茂しているところ」に起源し、1949 年（昭和 24 年）の町

制施行に伴い改称されました。 

開拓の歴史としては、1888 年（明治 21 年）、宮城県角田藩士の泉麟太郎（ｲｽﾞﾐﾘﾝﾀﾛｳ）らが鍬

をおろしたことに始まり、この地を「角田村」と名付け、農業を基盤産業とし、次第に盛んにな

った商業や工業と共に、バランスのとれた田園都市として発展してきました。 

栗山町の人口は、1963 年（昭和 38 年）の 24,572 人（世帯数 4,970 戸）をピークに、現在 2020

年（令和 2 年）3 月 1 日は 11,608 人（世帯数 5,824 戸）となっています。 

栗山町における主な道路の実延長は、一般国道 234 号と国道 274 号で国道 12.2km（舗装率

100%）、道道 3 号札幌夕張線、道道 30 号三笠栗山線、道道 45 号恵庭栗山線外 6 線で道道 52.1km

（舗装率 100%）、町道 297.3km（舗装率 61%）となっており、高速道路の道東自動車道も通過し

ています。また、町内を流下する河川としては、1 級河川石狩川水系の雨煙別川、阿野呂川、時

登川、杵臼川、栗山幹線用水路等の多数の河川があります。 

1985 年（昭和 60 年）に御大師山で生息が確認さ

れた【オオムラサキ】は、日本昆虫学会により 

『国蝶』に定められており、栗山町は日本の北東限

地域となっています。 

滝下地区に生息する【オオムラサキ】は、黄色の

斑点の一部が三日月型なのが特徴で、95%以上の確

率で区別可能なことから国内唯一の亜種として

1996 年に『クリヤマエンシス』という学名が命名さ

れ、これを機に、栗山町のシンボルとして自然環境

を保護する意識が高まり、町民と行政が一体となっ

た取り組みが行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1.位置図 

 

写真-1.オオムラサキ 



 

２．背景・目的 

栗山町が管理する道路橋梁は、１０７橋（令和２年１月末現在）あり、橋長１５ｍ以上の橋梁

数は４６橋、橋長１５ｍ未満の橋梁数は６１橋を管理しています。 

このうち建設後５０年を経過した「高齢化橋梁」は２６橋あり、全体の２４．０％を示してい

ます。１０年後にはこの割合が３９．０％、２０年後には７０．０％と増加する見込みであり、

急速な橋梁の高齢化が進み、今後補修補強を行うための費用が大幅に必要となることが予想され

ます。また、厳しい財政事情が続くなかで、合理的、効率的な手法による公共資産の維持管理が

強く求められています。 

 

表-1.架設年次別橋梁現況一覧表 
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このような背景から、高齢化した橋梁に対して、適切な点検と評価に基づく補修補強を実施す

ることにより、橋梁の長寿命化を図り、道路橋梁の安全・安心を確保するとともに、今後増加が

見込まれる橋梁の修繕や架替え経費について可能な限りコストを縮減するために、栗山町として

は橋梁長寿命化修繕計画に取り組んでおります。 

２０３０年時に架設後 50 年 

を越える橋梁数 

２０４０年時に架設後 50 年 

を越える橋梁数 

61%

39%

10年後の橋梁数
50年未満 50年以上

30%

70%

20年後の橋梁数
50年未満 50年以上



 

 
※BMS による試算結果 

 
 
３．長寿命化修繕計画の対象橋梁 

 栗山町が管理する橋１０７橋全ての橋梁を対象としています。 

 

 

約１００億円の差 



 

４．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針 

１）健全度の把握の基本的な方針 
栗山町で管理する道路橋梁の健全度把握のための橋梁点検については、２０１４年（平成２６

年度）から２０１８年（平成３０年度）の５箇年において全ての道路橋梁１０７橋を実施してお

ります。 

点検要領は、「道路橋に関する基礎データ収集要領（案） 国土交通省国土技術政策総合研究所

（平成１９年５月）」を基に、委託による現橋橋梁点検調査を行い、「北海道版市町村橋梁点検デ

ータ入力システム」により成果を作成し、健全度の把握を行っております。 

また、橋梁の損傷の早期発見、早期治療を目指すために、定期的な橋梁点検（１回／５年毎程

度）を実施し橋梁の損傷を早期に把握し、予防保全的な補修補強計画を計画的に実施し、将来的

な維持管理費の縮減・平準化を図ります。 

２）日常的な維持管理に関する基本的な方針 
橋梁を良好な状態に保つため、日常的な維持管理として、パトロール、清掃などの実施を徹底

する。 

 

 

５．対象橋梁の長寿命化および修繕・架替えに係わる費用の縮減に関する基本的な方針 

健全度の把握および日常的な維持管理に関する基本的な方針に基づき、予防的な保全を行うこ

とで、修繕・架替えに係わる事業費の大規模化および高コスト化を回避し、ライフサイクルコス

ト（LCC）の低減を図っていきます。 

これらを踏まえ、現時点では長寿命化修繕計画の策定に当たっては、「公共土木施設長寿命化検

討委員会」から報告を受けた健全度評価手法を「市町村橋梁管理システム」による橋梁マネジメ

ントシステム（Web 版）より得られた出力データを基礎資料として、現状に合った解析や「橋梁

点検対策優先順位の考え方」などを参考に優先順位付けを行います。 

 

 

 


